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要 　　　約

施設別高齢者ケア従事者の職業性ストレス要因とその特徴

�仕事の要求量とコントロールモデルから�

わが国では，急速な高齢者人口の増大に伴う要介護（支援）者対策が進められている．本論文の目
的は，高齢者介護施設のケア従事者における主要なストレス要因を知ることと，仕事の要求度と仕事
のコントロール度の観点からみたストレス要因の特徴を明らかにすることである．方法は岡山県備前
県民局管内全部の特別養護老人ホームと老人保健施設および，岡山県グループホーム連絡協議会に加
入している全てのグループホームにおいて，高齢者ケアに従事している者を対象とした．調査は「職
業性ストレス簡易調査票」を用いた．有効回答�����人について男女別，施設別にストレス要因を労働
者の全国標準値と比較し検討するとともに，仕事要求度
コントロールモデルに当てはめてストレス要
因の特徴を観察した．

結果は男性よりも女性のほうがストレスの要求度を強く感じていた。また、高ストレスカテゴリー
割合を全国労働者の高ストレスカテゴリー割合と比較してみると、男女とも自覚的な身体的負担度と
心理的な仕事の質的負担が高かった．
女性では，特別養護老人ホームと老人保健施設およびグループホームは ������群に分類された。本

研究の結果は，高齢者ケア従事者のストレスの第一次予防対策に示唆を与えるものと考える．

�．緒言

近年わが国は急速な社会の高齢化，産業構造の変
化，技術革新の進展に伴い，労働の態様が急速に変化
してきている．�		�
�		�年にかけて行われた「人
口減少社会における人事戦略と職業意識に関する調
査」��では，仕事に精神的ストレスを感じる労働者
は �割を超えていることが報告されており，川上や
小杉ら ����は今後の精神的ストレス対策の一層の重
要性を指摘している．また，過度の労働者のストレ
スは仕事の質の低下やミス，事故などを引き起こし

やすくし，長期的には本人の疾病や障害に結びつく
可能性が高い．職業性ストレスが高い人は生活習慣
の違いを考慮してもメタボリックシンドロームの有
病率が高いことが報告��されおり，心疾患による死
亡率と仕事のストレスとの関連があること ��など，

労働者のストレス研究が進んできている．

施設での高齢者ケアに従事する者のストレス研究
はいくつか散見され，いずれも強いストレスがある
ことを指摘している�����．中にはケア従事者のス
トレスが入所者の抑うつ反応と関連しているとの報
告もあり���，ストレスが，サービスのミスや質の低
下，極端な場合には，入所者への精神的・身体的虐
待に発展する可能性も考えられる．特に認知症高齢
者の入所施設であるグループホームは特別養護老人
ホーム・老人保健施設よりもストレスが高い���とす

る報告もある．今後，高齢者人口の増加に伴う高齢
者ケア従事者のストレス対策は今後の重要な課題と
なる．高齢者ケア従事者のサービス提供の場につい
ては，介護保険制度下において居宅サービスと入所
サービスに分けられる．入所施設には特別養護老人

�� 川崎医療福祉大学 　医療福祉学部 　保健看護学科 　�� 川崎医療短期大学 　一般教養 　
�� 川崎医療福祉大学 　医療福祉学部 　医療福祉学科 　�� 川崎医療福祉大学 　医療技術学部 　医療福祉育学科 　�� 結びの森ホーム 　
�� 聖徳大学 　人文学部 　人間栄養学科
（連絡先）三徳和子 　〒���	��
� 　倉敷市松島��� 　川崎医療福祉大学

�	
���� ���������	�
�
�
����	

	��

���



��� 三徳和子・森本寛訓・矢野香代・小河孝則・長尾光城・森 　繁樹・簔輪眞澄

ホーム，老人保健施設およびグループホームがある．
これらの施設は対象者，施設規模などの種々の点で
違いがある．特別養護老人ホームの入所対象者は，
身体上または精神上著しい障害を持つ者であり要介

護度 � 
 �の重度者が約 �割（要介護 � 　�����）を
占め，退所者の�����は死亡である���．老人保健施
設では疾患があるが安定期にあり入院治療の必要は
ないが介護・看護・リハビリを必要とする者で，要
介護 � 
 �の割合は約 �割（要介護 � 　���	�）であ
り，退所者は家庭復帰�����，医療機関�����，死亡
�����である���．グループホームは認知症を持つ者
を対象とし，要介護 � 
 �が �割で，退所者は医療機
関�����，死亡�����，家庭�����である���ことが

報告されている．入所者数は特別養護老人ホームと
老人保健施設の入所者は�	人前後の施設が多い���．
一方，グループホームは �人を �つの入所単位とし
ている．このような高齢者入所施設の違いから，特
別養護老人ホーム，老人保健施設およびグループ
ホームのケア従事者のストレス因子の違いを把握
し，ストレス予防対策に資することを本研究の目的
とした．
�．研究方法

　�．�．調査対象

対象者は，�		�年 �月末日で岡山県備前県民局管
内に登録されている全ての特別養護老人ホーム��施
設および老人保健施設�	施設，岡山県グループホー
ム連絡協議会に加入している全��施設の計���施設
において高齢者ケアに直接従事する者のうち，施設
の責任者に調査の主旨を説明後，責任者の承諾を得
られた����	人を対象とした．回収数は����	人で，
性および所属施設の記入漏れがある��人を除いた

�����人を分析対象とした（有効回答率�����）（表
�）．
　�．�．調査手順および倫理的配慮

調査票の配布は施設ごとに調査責任者を決め，調
査責任者より調査対象者に，調査協力の趣旨，研究
目的，方法を説明してもらうと同時に，対象者個人
の人権擁護を記入した調査説明書を同封した．調査
票は無記名自記式とし，記入後は封をしたまま個人
が直接返送するか，施設の調査責任者が集めて調査

事務局へ返送とした．開封は研究担当者が行うこと
とし，調査票の返送を得て調査に同意があったとし
た．なお，本調査は川崎医療福祉大学研究倫理審査
委員会による承認（承認番号	��）を得て実施した．

　�．�．調査項目および測定方法

　　�．�．�．

調査項目個人属性は性別，年齢，ケア従事施設，医
療・保健・福祉の資格の有無を尋ねた．ストレス因子
を明らかにするため，平成 ����年度労働省「作業関
連疾患の予防に関する研究班」ストレス測定研究班
によるグループが，労働省の委託で既存の多くのスト
レスに関する質問票を検討し，現場で簡便に測定・評
価することが可能で，信頼性・妥当性の高い調査票と

して開発された「職業性ストレス簡易調査票������」
を用いた．この調査票の質問項目は全部で��項目で
あり，ストレス因子，ストレス反応およびストレス
支援からなる．本論文ではストレス因子の特徴を明
らかにするために，関連する��項目の質問（表 �）を
抜粋し，�つのストレス因子を観察した．すなわち
��心理的な仕事の量の負担（�� � ��� � ��� �），
��心理的な仕事の質の負担（�� � ��� � ��� �），
��自覚的な身体的負担（�� �）， ��職場の対人関係

（����������（ ������）），��職場環境（����），
��仕事のコントロール度（�� � ��� � ����	），��

技能の活用度（����），��仕事の適性度（����）お
よび ��働きがい（����）の �つの因子である．各質
問の回答は，ストレスの程度を ��そうだ，��まあそ
うだ，��ややちがうおよび ��ちがうの �件法である．
　　�．�．�．分析方法

結果は質問の回答である �件法に ��そうだ（ �

点），��まあそうだ（ �点），��ややちがう（ �点）お

よび ��ちがう（ �点）の点数を与え，因子ごとに合
算し職業性ストレス簡易採点法������に従って合算
した点数の平均を，表 �の素点換算表から ��ストレ
スが低い（少ない），��やや低い（やや少ない），��

普通，��やや高い（やや多い），��高い（多い）の �

段階のストレスカテゴリーに当てはめて分類した．
また，高齢者ケア従事者のストレス因子について，
他の集団と比較するために，下光輝一ら ��� 行った
が全国労働者のストレス調査による，高ストレスカ

表 � 対象施設・対象者および回答状況



高齢者ケア従事者における職業性ストレス要因の特徴 ���

表 � 職業性ストレス簡易調査票 �全��項目のうち要因に関する��項目を抜粋�

テゴリー割合の標準値（ストレスが高いまたは多い
者のカテゴリー割合の標準）を用いて比較した．対
象者の高ストレスカテゴリー検定は観測値の���信
頼区間を算出し，全国労働者の標準値と比較した．
�．結果

　�．�．対象者の概要

分析対象者は男性���人，女性�����人で女性が �

割を占めていた．平均年齢は男性����歳（�� �	��），

女性����歳（�� ����）であった．各施設とも女性
の平均年齢が高く，施設ではグループホームの平均
年齢が高かった（表 ��）．
ケア従事者の職種は介護職（介護福祉士・ホームヘ

ルパー）の割合が高く，グループホームでは���	�，
特別養護老人ホーム���	�，老人保健施設�����で
あった．看護職は老人保健施設で�����，特別養護
老人ホーム�����，グループホーム����であった．
ケースワーカーなどの相談職は特別養護老人ホー

ムで�����であったが，その他の �種の施設は少な
かった（表 �）．
　�．�．施設別男女別ストレス

施設の種別・男女別・ストレス因子の平均点を，ス
トレスが少ないから多いまでの �段階のストレスカ
テゴリー分類に基づいて区分し，次に高ストレスカ
テゴリーの割合を全国調査の標準値と比較した（表
�）．

　　�．�．�．男性のストレス因子の平均点と高ス

トレスカテゴリー割合

　（�）仕事の要求度

ストレス因子を仕事の要求度である心理的な仕事
の量の負担，心理的な仕事の質の負担，自覚的な身
体的負担，職場の対人関係，職場環境の �つの因子
平均からみた．男性では老人保健施設の職場の環境
によるストレスカテゴリーは �（ストレスが多い）

と高かったが，そのほかは �（普通）であった．
全国労働者の調査���と，高齢者ケア従事者の高
ストレスカテゴリー割合を比較してみると，仕事の
要求度のうち，自覚的な身体負担度は特別養護老
人ホームと老人保健施設で全国平均値の約 �倍と高
く，心理的な仕事の負担（質）では，特別養護老人
ホームとグループホームで全国平均値の約 �倍と，
高かった．職場の対人関係のストレスでは特別養護
老人ホームと老人保健施設で全国標準値の約 �倍と

高かった．職場環境によるストレスは特別養護老人
ホームとグループホームでは約 � � �と低く，老人
保健施設でも全国標準値の約 � � �と低くかった．
　（�）仕事のコントロール度

男性の仕事の要求度における平均値は �と普通で
あった．
これを，全国労働者の調査���と，高齢者ケア従事
者の高ストレスカテゴリー割合を比較してみると，
同等か，もしくは，ストレスは低かった．
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表 � ストレスカテゴリー因子素点換算表

表 � 施設種類別職種別ケア従事者数

　　�．�．�．女性のストレス因子の平均点と高ス

トレスカテゴリー割合

　（�）仕事の要求度

女性では特別養護老人ホームと老人保健施設およ
びグループホームでの，心理的な仕事の質の負担と
自覚的な身体的負担の平均ストレスカテゴリーは

� 
 �と高かった．また，職場の対人関係のストレス
は，特別養護老人ホームと老人保健施設では高かっ
たが，グループホームでは �と普通であった．特別
養護老人ホームと老人保健施設の職場環境によるス
トレスは �と普通であった．
女性の仕事の要求度の高ストレスカテゴリー割合

を全国標準値と比較したところ，自覚的な身体負担
度は特別養護老人ホームと老人保健施設で全国平均
値よりも約 �倍高く，心理的な仕事の負担（質）で

は �つの施設とも全国平均値の約 �倍と高かった．
職場の対人関係のストレスは特別養護老人ホームで
約 �倍と高かった．
　（�）仕事のコントロール度

仕事のコントロール度では，�種の施設とも同様
に，仕事のコントロール度が高く，ストレスカテゴ

リーは �であり，仕事の自由度が高く，ストレスは
少なかった．仕事の活用度と働きがいは �の普通で
あった．仕事の適性度は �種の施設とも �のやや低
いとなっており，ストレスはやや高かった．
仕事のコントロール度を全国標準値と比較すると，

よりも � � �� � � �と低く，ストレスが少ない状況

であった．
　�．�．ストレスの男女差および �種の施設差

前述の結果から，男女別ストレス因子は仕事の要
求度で女性が男性よりも高かった．
全国労働者の高ストレスカテゴリー割合と施設毎

の男女別高ストレスカテゴリー割合比較してみると，
男女とも全国の割合よりも，自覚的な身体的負担度
と心理的な仕事の質的負担で高かった．

�種の施設のストレス比較では，特別養護老人

ホームと老人保健施設のストレス因子はほぼ同じで，
グループホームよりも高い傾向にあった．
�．考察

　�．�．高齢者ケア従事者のストレス

今回の調査から，高齢者入所施設でケアの従事す
る者のストレスは，自覚的な身体負担が多いとする
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者が高く，心理的な仕事の負担（質と量）が多いと
する者が高かった．男女別では，女性のストレスが
高い傾向にあった．
今回の結果を，職場の心理・社会的要因について

のモデルとして，� ! "�#の仕事の要求量�コント
ロールモデル ���に当てはめた．このモデルでは，職
場の心理・社会的ストレッサーの強さは，仕事の質
や量，時間，仕事に際に要求される精神的集中度や
緊張の度合いなどの仕事の要求度と，仕事上の意思
決定の度合い，自分の揚力や技術を発揮・向上でき
る可能性などの仕事のコントロール度という �つの
要素とその組み合わせによって決まるとし，��スト
レイン群（仕事の要求度が高く，仕事のコントロー

ル度が低い），��アクティブ群（高デマンド，高コン
トロール），��低ストレイン群（低デマンド・高コン
トロール）， ��パッシブ群（低デマンド・低コント
ロール）に類型化している．
今回の調査から，高齢者介護の仕事を，仕事の要

求度に該当する �つの因子として，心理的な仕事の
負担（量），心理的な仕事の負担（質），自覚的な身
体的負担度，職場の対人関係でのストレス，職場環
境によるストレスの �つの因子とした．また，仕事

のコントロール度を，仕事のコントロール，技能の
活用度，仕事の適正度，働きがいの �つの因子とし
て用いた．得点は �段階で平均値を用いて評価する
と，普通の男性では，特別養護老人ホームとグルー
プホームはほぼ同様に，仕事の要求度と仕事のコン
トロール度は普通であり，老人保健施設のみ職場環
境によるストレスが高いものの，職場の心理・社会
的ストレッサーの強さは普通と考えられた．
女性では，仕事の要求度は高くストレスが高いこ

とから職場の心理・社会的ストレッサーが強いと考
えられた．また，仕事のコントロール度については，
職場の心理・社会的ストレッサーの強さが低いので，
アクティブ群（高デマンド，高コントロール）と考
えられた．

�種の施設のストレス度は，職場環境によるスト
レスは，男性では老人保健施設で高く，女性ではグ
ループホームで高かったが，�種の施設での違いは
見られなかった．

今回の調査前の予測では，グループホームは入所
対象者が認知症高齢者であり，他の �種の施設より
も高齢者ケア従事者のストレスは高いと推測してい
たが，ほぼ変わりがないことがわかった．�種の施
設では，入所者の介護状態の重度化に違いがあるも
のの，高齢者介護の視点は同様であり，ストレス度
に大きい違いはなかったと考えられる．
一方，高齢者施設でのケア従事者の仕事は，全国

一般労働者に比べると，高ストレスカテゴリーに属
する者の割合は，仕事の要求度で自覚的な身体的負
担度が特に高く，自覚的な仕事の質の負担が高かっ
たことへの，ストレス対策が早急に求められる．

　�．�．ストレス対策

一般的に職場のストレスは，過剰な仕事の量的・
質的要求度が長時間続くと，脳血管疾患や虚血性心
疾患などの発症に結びつく危険性が高くなるという
報告�	����があり，さらに疾患の発生は，過度のス
トレスの場合，�週間� �カ月間という短期間で起
きることがあるとの指摘がある������．また，中野
ら ���の調査では，特別養護老人ホーム・介護老人
保健施設に勤務する従事者��人を対象に，細胞性免

疫機能測定をしたところ，不健康なライフスタイル
をとっている者が多く，免疫機能も低くかったとし
ている．今回の調査から，高齢者ケア従事者のスト
レスはストレイン群であったことから，今後もこの
ようなストレスの高い状態が継続すれば，容易にス
トレイン群に陥ることが考えられる．このため，早
急なストレス対策������が求められる．
対策としては，個々人へのストレス解消について

個人相談などの支援やストレス解消法についての指

導が効果的である．しかしながら個人的な対処には
限界があり，各職場での第 �次予防を目指したスト
レスマネジメントの集団指導を個人指導と同時に行
うことが求められる．具体的には ��ケア従事者の許
容量を超える過度のストレス因子に対する積極的な
配慮として，ケアが集中する時間帯の人員配置の見
直し，介護内容の単調さの改善，介護方法の改善や負
担の見直しなどの改善が考えられる．また，高齢者
との良好な信頼関係を築くためのコミュニケーショ

ン能力に関する知識と技術研修などもストレスを軽
減するために重要であろう． ��労働者に蓄積してい
るストレスをカウンセリング等で解消する事後的対
応があり，管理監督者を中心に開かれた人間関係を
形成するためのラインによるケアが求められる．特
別養護老人ホームと老人保健施設はグループホーム
に比べて職員の人数も多いため，職場の上司がスト
レスに対する知識を持ち，職員のストレス状態を確
認するための観察や面談を実施するなど，過剰なス

トレスがある場合に速やかに対処できるよう，職場
外の専門職とのネットワークや連携システムを作る
などの対応の必要がある���．
　�．�．研究の限界と今後の課題

今回の分析は �つのストレス因子から，�種の施
設の高齢者ケア従事者のストレスの特徴を捉えるこ
とを目的にし，ストレス要因について調査したが，
高齢者ケア現場に働く者の報酬は全産業の平均より



高齢者ケア従事者における職業性ストレス要因の特徴 ���

も低いことや離職率が高いことが報告��� されてお
り，今後，個人の努力と金銭的報酬や昇進と仕事の
ストレスと関連について，明らかにしていくことが
求められる．

本研究を行うにあたり調査にご協力いただいた皆様，調

査を進めるにあたりご支援とご助言をいただいた岡山県老

人保健施設協会長西山剛史先生，痴呆性高齢者全国グルー

プホーム協会岡山県支部長矢山脩一先生に深謝申し上げ

ます．

本研究は平成��年度川崎医療福祉大学総合研究費の助成

を受けて行った．
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